
各分野 細分野 細分野の内容（将来像の本文における記載イメージ） 分野において包含されるキーワード

①力強い産業の多彩
な展開

○　企業の立地が盛んになるとともに、地元企業が、産学民官で有機的な連携を保
ち、本県独自の産業技術の向上と低炭素化をはじめとする技術革新によって、着実
に技術力を蓄積しています。また、農林水産業、製造業、商業・サービス業などの
間の連携が進み 新たな分野を含む多様な産業クラスターが形成され 経済がグ

技術革新、産学官連携、企業立地、一
次～三次産業間の連携強化、新規創
業、商業・サービス業、農商工連携

めざす将来の姿の体系図（たたき台）

将来像（３本柱）

将来像（各分野）

Ⅰ　いきいきとして活力
に満ちた「ふくしま」

資料６

間の連携が進み、新たな分野を含む多様な産業クラスタ が形成され、経済がグ
ローバル化する中でも高い競争力を保っています。

②農林水産業の持つ
底力の発揮

○　多様で経営感覚に優れた多くの担い手により、安定的な経営が行われ、安全で
高品質かつ多様な農林水産物を生産する一大食料生産基地となり、海外への輸出も
盛んになっています。
○　さらに、農林水産物をはじめとする県産品があらゆる分野で活用され、地域の
特性を生かした産品やサービスが充実しています。
○　また、県内の広大な森林が活性化され水量が確保されるとともに、木材の供給
量とその活用度が高まり、温暖化対策にも大きく貢献しています。

担い手確保、生産力強化、農業経営の
改善、農産物輸出、地域内経済循環、
地産地消、木材供給、県産品、県産品
ブランド

③産業を支える多彩
な人々の活躍

○　男性、女性、高齢者、障がい者、外国人等、県内に住まう様々な人々が、それ
ぞれの希望に応じて、自らの能力を発揮し、県内の産業や活動を力強く支えていま
す。

高齢者・女性・障がい者・外国人等の
雇用創出・雇用環境改善、産業面での
人の育成、技能継承、仕事と家庭生活
の調和、県外からの就職誘導

①地域住民と多様な
主体がともに作る過

○　地域住民が都市部住民など様々な人たちと力を合わせて地域づくりに参加する
ことで 新しい絆が生まれています その中で再発見された地域固有の技術 文

過疎・中山間地域、都市部住民の参
画 六次産業など多様な産業の発展

満 」

１ 地域に根ざした力
強い産業に支えられた
社会

「活力」とは、県民一人ひ
とり、様々な団体、さらには
地域社会が自ら持つ能力や可
能性を開花させることで生ま
れるものです。
将来のふくしまでは こう 主体がともに作る過

疎・中山間地域
ことで、新しい絆が生まれています。その中で再発見された地域固有の技術、文
化、生活の知恵を生かしつつ、農林水産業や観光など多様な産業が発展し、安全に
安心して心豊かな暮らしができるようになっています。

画、六次産業など多様な産業の発展、
医療、福祉、情報通信基盤、積雪対策
等の生活環境の改善

②魅力あふれる中心
市街地、都市部と農
村部の連携

○　人と環境に優しい交通システムが整い、人々が集う中心市街地が形成され、身
近なニーズに応えるまちが各地にできています。まちとまち、まちと農村部との間
で、役割分担と補完関係が生まれ、それぞれが賑わいと活力を保っています。

公共交通、中心市街地、都市と農村の
連携強化、市街地の環境整備、住宅供
給・居住環境の改善

③文化やスポーツ等
による地域の魅力向
上

○　一人ひとりがそのライフステージに合わせて、仕事をしながら、あるいは仕事
を離れて、様々な学習や体験ができるとともに、創作活動や地域活動をはじめとす
る社会貢献などの場が多く存在しています。
○　それぞれが希望する活動にチャレンジしやすい環境となり、それらの活動によ
る成果が地域に有効に生かされる社会となり、地域力が高まっています。
○　文化活動、スポーツなど様々な活動を通じて、一体感の生まれた地域が躍動し
ています。

地域活動・市民活動・ＮＰＯ、地域
力、生涯学習、スポーツ、文化、自己
実現の場づくり、文化財保護、伝統芸
能継承

①県内における多様 ○ 県内での交通が充実し 県内の各生活圏の結びつきが強まり 県内での経済 主要道路ネットワ ク 生活圏間の連

将来のふくしまでは、こう
した能力・可能性開花のため
の様々な「場」が用意され、
それによって県全体がいきい
きとした輝きを放っていま
す。 ２ 多様な活動に支え

られた個性ある地域社
会

①県内における多様
な交流の拡大

○ 県内での交通が充実し、県内の各生活圏の結びつきが強まり、県内での経済、
観光、文化などの交流がますます盛んになっています。
○　研究機関、企業、自治体、ＮＰＯなど各種民間団体、個人の間で互いの知恵と
技術を提示し合い、つなぎ合わせることのできる「場」がいたる所にでき、これに
より新しい知恵や技術が次々に生まれるようになっています。

主要道路ネットワーク、生活圏間の連
携・交流、産学民官連携、都市と農山
漁村の交流

②多様な地域との交
流の拡大

○　豊かな自然環境、温泉地、美味しい食べ物、伝統文化、温かな人と地域性の魅
力により、県外から定住、二地域居住をする人々が増えています。
○　情報通信技術が県民が身近に活用され、県外に向けてふくしまの魅力が多くの
県民から発信されるようになり、ふくしまの知名度が高まっています。
○　また、ふくしまの魅力が広く知られ、国内観光客が増加するとともに、リピー
ターも増加し、人々の交流が盛んに、そして安定的に行われるようになっていま
す。

定住、二地域居住、国内観光、グリー
ン・ツーリズム、教育旅行、体験交
流、福島空港利活用

③海外との多様な交
流の活発化

○　ふくしまの魅力や空港や港湾などの利便性が高く評価され、海外との観光や経
済交流が活発化しています。
○　太平洋と日本海、首都圏と東北圏を結ぶ我が国における重要な物流拠点とし
て、空港や港湾を活用して、あらゆる面で世界各国との交流が高まっています。

空港・港湾、国際観光、国際経済交流
（輸出等）、外国との地域間交流

３ 多様な交流ネット
ワークに支えられた社
会
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各分野 細分野 細分野の内容（将来像の本文における記載イメージ） 分野において包含されるキーワード
将来像（３本柱）

将来像（各分野）

Ⅱ　安全と安心に支えら
れた「ふくしま」

①保健・生きがいづ
くりによる健康寿命
の延伸

○　若い世代から高齢者まで県民一人ひとりが健康づくりに励み、高齢になっても
様々な形で地域社会と関わる場があり、元気な高齢者が増え、健康寿命が伸びてい
ます。

健康づくり（保健）、高齢者の活動、
介護予防、認知症高齢者

②安心できる地域医
療体制の充実

○　地域の疾病構造に対応した医療従事者・機関が確保され、子どもから高齢者に
至るまで、あらゆる地域で安心して医療機関を受診できる体制が整っています。

地域医療、小児・産婦人科医療、救急
医療

１ だれもが健康で安

私たちの生活は、ときには
厳しい自然環境や、複雑化す 療体制 充実

③高齢者や障がい者
に対する多様な福祉
サービスの充実

○　障がい者や要介護高齢者などに対して、事業者によるサービスのみならず、地
域における様々な団体等によるサービスが充実し、安心で持続可能な福祉システム
が確立しています。

障がい者、高齢者を対象とした福祉
サービス、障がい者の自立支援（地域
生活移行、就労促進）

①災害に対して安全
で安心できる社会

○　消防団をはじめとして、地域における防災体制が充実するとともに、広域的な
連携等により万一災害が起きた時でも、迅速な救助・復興ができるようになってい
ます。
○　次々に生まれる新たな形でのリスクを事前に情報収集、分析、管理できる仕組
みができており、新たな感染症、原子力発電所を含むあらゆる事業所での災害発生
など事故が万一発生した場合でも迅速に対応できるような危機管理体制が整備され
ています。

防災、原子力安全、消防団員、発電所
周辺モニタリング

１ だれもが健康で安
心して暮らせる社会

厳し 自然環境や、複雑化す
る社会制度の中でますます国
内外の社会との複雑なつなが
りの中で営まれるようになっ
ています。

このことは、言い換えれば
わずかな過誤や制度の不備に
より、私たちの生活が脅かさ
れやすくなることを示してい
ます。

「安全、安心」とは、この
ようなおそれのない状態のこ
とであり、将来のふくしまで
は、県民の日々の暮らしのあ
らゆる場面において、必要な
備えと情報提供がなされ 安

②事件や交通事故に
対して安全で安心で
きる社会

○　地域コミュニティが主体となった防犯活動や交通安全活動が活発に行われ、地
域と警察の連携により、安全と安心が守られた平和な地域社会となっています。

地域コミュニティ、交通安全、防犯

③身の回りの安全と
安心が確保された社
会

○　ドメスティックバイオレンスや児童虐待、消費問題などの被害を受けることが
ないよう対策がとられているとともに、万が一被害にあった場合は、身近なところ
で、行政、民間を含めた多様な相談機関から相談を受けることができ、さらなる被
害の防止、回復に至る多様な支援が受けられるようになっています。
○　また、様々な支援により自殺に至ることなく、だれもが安心して暮らすことが
できるようになっています。
○　安全面に問題がある食品が出回ることがなく、さらに県産農林水産物を中心に
安全で安心できる食品が身の回りに充実し、安全で安心できる食べ物がより身近な
存在となっています。

ＤＶ、児童虐待、消費問題、被害者支
援、自殺対策、食品安全、トレーサビ
リティ、ＧＡＰ、薬物乱用、医薬品等
の安全性

①多様な人々がとも ○ 年齢や性別、障がいの有無、国籍など様々な特性を持つ人々が持てる力を十分 ユニバーサルデザイン、男女共同参

備えと情報提供がなされ、安
全、安心で快適な暮らしがで
きるようになっています。 ２ 様々な不安に対し

て安全で安心できる社
会

①多様な人々がとも
に生きる仕組みの浸
透

○ 年齢や性別、障がいの有無、国籍など様 な特性を持 人 が持てる力を十分
に発揮し、ともに生きることができるよう、施設・設備、社会の仕組み、人々の考
え方などあらゆる面であらかじめ環境整備がなされた社会となっています。

サルデザイン、男女共同参
画、多文化共生、歩道整備、まちづく
り、特別支援教育

②雇用の不安に対し
て心強い社会

○　県内には様々な産業による多様な就業先が充実しており、経済動向の変化が
あっても、仕事に就くことができる環境となっています。
○　また、離職した場合もさまざまな支援が充実しており、安心して次の就業先を
選択できる社会となっています。

就業支援、職業訓練、フリーター・
ニート対策

③安全で安心に利用
できる社会基盤の提
供

○　今後の地球温暖化等による気象状況の変化のおそれもみすえながら、河川改修
等のほか、公共施設、民間施設双方での建物の耐震化が進むとともに、避難や救援
のために必要な公共施設等の拡充が図られ、自然災害に対して強い地域社会となっ
ています。
○　長い期間にわたって整備された道路や河川構造物、公共建築物が適切に維持管
理されることにより、将来にわたって良好な状態が保たれ、次の世代も安全に有効
に利用できる環境が整っています。

公共施設等の耐震化、インフラ整備、
情報通信基盤

３ 安全で安心して暮
らすことができる基盤
が整った社会
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各分野 細分野 細分野の内容（将来像の本文における記載イメージ） 分野において包含されるキーワード
将来像（３本柱）

将来像（各分野）

Ⅲ　つながりと思いやり
にあふれた「ふくしま」

①自然と人とが共生
する社会

○　本県の豊かな山、川、海、湖沼に代表される美しい景観、さわやかな空気、清
らかな水が保全されています。
○　農林水産業をはじめとした社会経済活動が自然の循環に沿い、自然に調和した
ものとなっており、土地の改変や環境汚染が少なくなり、生物の多様性も保たれて
います。
○　様々な自然とのふれあいの場や機会を確保することにより、自然の恵みを将来
にわたって享受できる社会となっています。

景観保全、環境保全、生物多様性の確
保、自然とのふれあい、森林保全鳥獣
保護

②環境への負荷の少
ない循環型の社会

○　社会経済活動が、大量生産・大量消費・大量廃棄型から資源を大切にする循環
型に転換しています。資源採取、生産、流通、消費、廃棄などの社会経済活動の全
段階を通じて、廃棄物等の発生抑制や循環資源の利用などの取組みが当たり前のこ
ととして県民に浸透し、限られた資源と調和を図りながら、営まれる社会となって
います。

３Ｒ（排出抑制、リサイクル、再利
用）、不法投棄対策

③低炭素社会への転
換

○　産業、行政、学校、家庭など社会の様々な主体が地球の有限性を認識し、あら
ゆる行為の選択や意志決定の際に、省エネルギー・再生可能なエネルギーを優先し
て推進することによって、二酸化炭素などの排出が最小化された社会となっていま
す。

地球温暖化対策、新エネルギーの開
発・活用、省エネルギー

①子どもたちの可能
性を育む社会

○　子どもたちの確かな学力、豊かな心、健やかな体がバランス良く育まれ、子ど
もたち一人ひとりがその可能性を広げ、夢と希望を実現することができる社会と
なっています。

学校教育

１ 美しい自然環境に
包まれた持続可能な豊
かな社会

「思いやり」とは、自分自
身やすぐ近くの人やできごと
だけではなく、よく見、考え
ないと気がつかないようなこ
とにも考えを及ばせることで
す。

限りある資源の中で持続可
能な社会を構築するため、県
民一人ひとりが周りの人々や
県外、海外さらには次の世代
とも「つながっている」こと
を意識し、お互いに支え合
い、責任を持って行動するこ
とが当たり前のこととして受

②子どもたちが健や
かに育つ地域

○　地域の大人たちが様々な場面を通じて地域全体で子どもたちの育ちを支え合う
とともに、子どもたちが地域に対する愛着を持ちながら健やかに育つ環境ができて
います。

地域における教育、郷土心の育成、い
のちの大切さの醸成、青少年健全育
成、大人の規範意識の向上

③子育てがしやすい
社会

○　地域医療が充実し、男女間の性別による固定的な役割意識が改善され、地域や
様々な団体による子育て支援が行われるとともに、働き方の見直しが進み、家庭生
活と仕事の調和が図られた就業環境となるなど、安心して子育てできる社会となっ
ています。

子育て支援

とが当たり前のこととして受
け止められる社会となってい
ます。

２ 子どもが元気に育
つことができる社会
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	部会用（事前配布）

